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水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(17: 00～9: 00)水道修理工事当番表【３月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　緯38-2083

●平日の昼間は水道部へ
お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
は市役所（緯31-2121）
へお尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
が待機しています。

　
三
八
通
り
が
で
き
た
の
は
、昭
和
三
年
の

八
月
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
先
代
は
、そ
れ
以
前
の
大
正
末
期
か
ら
こ

こ
で
木
の
風
呂
桶
作
り
の
仕
事
を
開
業
し

て
お
り
、夫
も
そ
の
あ
と
を
継
い
で
こ
こ
で

風
呂
設
備
を
中
心
に
し
た
ガ
ス
住
宅
設
備

の
店
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
昭
和
四
十
四
年
に
結
婚
し
て
以
後

芦
屋
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、震

災
前
ま
で
は
生
活
圏
以
外
の
芦
屋
を
あ
ま

り
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
が
、
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
、店
舗
兼
住
宅
だ
っ
た
家
が
全
壊
。
私

た
ち
は
、県
芦
高
の
体
育
館
に
避
難
し
ま
し

た
。
避
難
し
て
い
た
こ
ろ
、何
気
な
く
空
を

見
上
げ
る
と
、と
て
も
き
れ
い
な
夕
焼
け
が

目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
私
は
、そ
の

　　
　
　
夕
焼
け
を
夢
中
で

　
　
　
撮
り
続
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
三
年
後
に
、友
人

に
勧
め
ら
れ
、
女
性

セ
ン
タ
ー
 で
「
夕
焼
け
空
の
写
真
展
」
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、そ
こ
で
被
災
さ
れ
た
多
く
の
か

た
が
た
か
ら
、温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
、人
と
触
れ
合
え
る
こ
と
の

喜
び
を
知
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
思
え
ば
そ
れ
が
、人
と
人
と
が
触
れ
合
え

る
場
を
作
り
た
い
と
い
う
夢
を
、私
が
抱
く

よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、三
八
通
り
は
土
地
区

画
事
業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、一
度

建
て
た
家
を
も
う
一
度
壊
し
、ま
た
建
て
替

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　
　

　
そ
れ
で
も
、最
終
的
に
建
て
る
と
き
に
は
、

私
は
人
々
が
楽
し
く
集
え
る
場
を
作
ろ
う

　と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
、心
を
い
や
す
小
さ
な
空
間
が
夢

で
し
た
。
今
で
は
、
一
階
・
二
階
を
ホ
ー
ル

に
改
装
し
て
、陽
だ
ま
り
の
よ
う
に
ほ
っ
と

す
る
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
夢
は
か
な
え
る
も
の
な
ん
で
す
よ
ね
。

そ
し
て
、
夢
は
進
化
す
る
ん
で
す
。

　「
集
・
空
・
間
Ｔ
ｉ
ｏ
」
を
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
が
で
き
、多
く
の
人
と
出
会
え
る
よ

う
に
な
り
、
震
災
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
 甦
 れ
　
三
八
通
り
」
の
制
作
を
は
じ
め
、

よ
み
が
え

「
芦
屋
か
る
た
」（
平
成
十
七
年
）「
業
平
と

芦
屋
一
〇
〇
浪
漫
」（
平
成
十
八
年
）「
民
話

す
ご
ろ
く
」（
平
成
十
九
年
）
も
み
ん
な
で

作
っ
て
き
ま
し
た
。

　
自
分
の
五
感
を
使
っ
て
人
に
つ
な
が
っ

て
い
け
る
と
い
う
の
は
、ほ
ん
と
う
に
楽
し

い
こ
と
で
す
。

　
ま
ち
を
歩
き
、ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を
知

る
こ
と
も
、
と
て
も
面
白
い
。

　
そ
し
て
、こ
こ
に
そ
ん
な
面
白
い
こ
と
を

持
ち
帰
っ
て
、
展
示
や
講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
、

民
話
の
語
り
部
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養

成
講
座
や
昔
の
遊
び
を
伝
え
る
遊
び
塾
な

ど
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
、
私
の
ふ
る
さ
と
は
こ
の
芦
屋
だ
と
、

心
か
ら
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、『
今
』
と
い
う
瞬
間
を
残

し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、こ
れ
か
ら
出
会

え
る
人
た
ち
と
も
、『
知
る
こ
と
は
面
白
い

ね
』と
い
う
思
い
を
共
有
し
て
い
き
た
い
も

の
だ
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
西
本
　
佳
子
（
に
し
も
と
　
よ
し
こ
）
氏

　
愛
媛
県
出
身
。
二
十
三
歳
で
結
婚
し
、芦

　
屋
へ
。
震
災
後
の
平
成
十
二
年
、三
八
通

　
り
に「
集
・
空
・
間
Ｔ
ⅰ
ｏ
」を
オ
ー
プ
ン
。

　
現
在
、同
代
表
。阪
神
南
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

　
委
員
会「
阪
神
南
発
見
ク
ラ
ブ
」で
も
活

　
躍
。茶
屋
之
町
在
住
。

　
一
緒
に
ま
ち
を
歩
い
て
、い
ろ
ん
な
発
見

　
を
し
た
い
人
や
教
え
た
り
教
わ
っ
た
り

　
し
な
が
ら
、夢
を
カ
タ
チ
に
し
て
み
た
い

　
と
思
っ
て
い
る
か
た
は
、気
軽
に
お
問
い

　
合
わ
せ（
緯
浦
０
１
７
７
）く
だ
さ
い
。

「
夢
」
は
進
化
す
る
も
の

撮影・桑田敬司(ハナヤ勘兵衛)

老人医療費受給者証・高齢障害者医療費受給者証は
３月下旬に送付します

　現在、老人医療費受給者証または高齢障害者医療費受給者証をお持ちのかたは
３月31日で有効期間が終了しますので、新しい受給者証を３月下旬に送付します。
　なお、高齢障害者医療費受給者証をお持ちのかたで、４月１日以降医療機関等
にかかられる場合は、受給者証とともに後期高齢者医療の被保険者証（３月下旬に
送付したもの）を必ず提示してください。

問い合わせ　保険医療助成課医療助成担当　緯38-2037

10周年記念潮芦屋フェスティバル　＜雨天中止・小雨決行＞

問い合わせ　10周年記念潮芦屋フェスティバル実行委員会事務局
緯078-341-7711（兵庫県企業庁地域整備局臨海整備課内）

　潮芦屋（南芦屋浜）は、復興住宅への入居が始まってから今年の３月で
「まちびらき10周年」を迎えます。これを機会に、潮芦屋にお住まいの
皆さん、また潮芦屋と既成市街地にお住まいの皆さんとの交流を促進し、
潮芦屋の名前とまちなみを広くアピールするため、「10周年記念潮芦屋
フェスティバル」を開催します。

国民年金保険料がクレジットカードで支払えます

問い合わせ　西宮社会保険事務所　緯0798-33-1285

　ご希望のかたは、次の注意事項を確認の上、下記へお問い合わせください。
■金融機関等の窓口でカードを提示し、支払う方法ではありません。
■保険料の一部を免除されている場合や過去の未払い分はご利用いただけません。
■申し込み方法等詳細は下記へ。
※事前に社会保険事務所への申し込みが必要です。

問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　緯23-5852/FAX38-2244　

【文学散歩】　萌春の明日香路と「萩王」のごちそう

■日時　４月３日（木）午前９時30分～午後５時（ＪＲ芦屋駅南側発着）全行程貸切
バス　■内容　小田先生と、春の１日、明日香へ。※昼食は萩王で懐石　■講師　
元芦屋市美術博物館学芸課勤務・小田博氏　■費用　14,000円　■定員　23人
【谷崎文学朗読会】　「源氏物語」朗読シリーズ　第12回　「蓬生・絵合」

■日時　３月20日（木）午後１時30分～午後３時　■内容　「谷崎源氏」の朗読　■
朗読　朗読グループＲＳＴ・北山たか子氏、安生なおみ氏　■会費　1,000円（入
館料、ドリンク代含む）　■定員　先着25人
【ケーキタイムセミナー】　和紙の名刺作り

■日時　３月４日（火）午前10時～正午　■講師　ひとふで画教室講師・布施光紀
氏　■受講料　2,300円（材料費・指導料・ケーキ＆コーヒー含む）　■定員　１６人
【文学館講座】　作家と楽しむ読書会

■日時　３月13日（木）午前10時30分～正午　■内容　谷崎潤一郎著「刺青」。挽き
たてのコーヒーとともに、その本にある背景・作家の心情などのお話を交えながら
読書を楽しむ　■講師　作家・柳谷郁子氏　■受講料　2,300円　■定員　20人
【文学館講座】　白磁上絵付け講座

■日程　３月15・29日、４月19日、５月17日、６月７日（土）午前10時～正午　■内容
白磁の大皿に、絵付けして窯で焼き上げます（初心者対象）　■講師　肥前陶芸館
主宰・福田一義氏　■受講料　10,000円＜全５回分＞（材料費別途）■定員　４人
【ロビーギャラリー】　浜本恵美子「和紙雛と和紙人形展」

■日時　３月23日（日）まで＜月曜休館＞※最終日は午後３時まで　■内容　和紙
人形作家・浜本恵美子の作品を展示

３月の休館日：３・10・17・24～27（展示入替えの為休館）◆入館料300円

■日時　３月16日（日）午前10時～午後４時
■会場　潮芦屋地内
　　　　※メイン会場・総合公園（陽光町）
■内容　潮芦屋ウォークラリー、ガーデニング教室
　　　　ほか、イベント多数

潮芦屋(南芦屋浜)全景

総合公総合公園園

当番日TEL店　名

１､７､13､2622-3565序神明商会

２､８､14､2022-3552中央水道工務所

３､９､15､21､2722-0706原田商会

４､10､16､22､2822-3708越智商会

５､11､17､23､2932-6302㈲大阪商会

６､19､25､3131-8548前忠工業㈱

12､18､24､3022-6900西岡設備工業所

谷崎潤一郎記念館の催し

問い合わせ　美術博物館　緯38-5432/FAX38-5434（〒659-0052　伊勢町12-25）

日本美術史セミナー
「五感で愉しむ美術」＜全10回＞

　大坂画壇「文人画」と文人社会の魅力を紹介
します。
■日時　４月12日（土）から毎月第２土曜・午
後１時30分～３時30分　■会場　美術博物館
講義室　■講師　関西大学教授・中谷伸生氏、
本館学芸課長ほか　■受講料　15,000円＜全
10回＞　■申し込み　３月31日（月）＜必着＞
までに、往復はがきに住所・氏名・年齢・連絡先
（電話）を明記し下記へ

アートフリーマーケット
出 店 者 募 集

■日時　５月３日（土）・４日（日） 午前10時～午
後５時　■会場　美術博物館・前庭　■販売物
個人の創作作品に限ります。原則として作者が
直接店頭で販売すること。仕入れ品等は不可　
■出店　２日間通して出店できるかた、約50店
■費用　２日間の売り上げの15％　■申し込み
３月17日（月）＜必着＞で、所定の申込書に必要
事項を記入し、販売予定の作品２～３点の写真
を添え下記へ。※申込書は、美博ホームページ
（http://www.ashiya-web.or.jp/museum/）で入手可。

総合公園

広報あしや●　平成20年（2008年）３月　１　日号　No.983２

美 術 博 物 館 の 催 し
みんなで歌いましょう

生
活
発
表
会

　
一
年
の
締
め
く
く
り
の
三
学
期
に
は
、

多
様
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
の
大

き
な
行
事
に
生
活
発
表
会
が
あ
り
ま
す
。

　
生
活
発
表
会
は
、劇
の
発
表
会
で
は
な

く
子
ど
も
た
ち
の
生
活
を
劇
を
通
し
て
見

て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。子
ど
も

た
ち
が
、登
場
人
物
の
せ
り
ふ
や
動
作
、気
持
ち
な
ど

を
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
、役
を
交
替
し
な
が
ら
イ

メ
ー
ジ
豊
か
に
表
現
す
る
も
の
で
す
。道
具
の
製
作

や
道
具
の
出
し
入
れ
な
ど
も
、み
ん
な
で
協
力
し
、み

ん
な
で
作
り
上
げ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
劇
と
し
て
、楽

し
い
劇
遊
び
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
二
月
十
六
日（
土
）に
、保
護
者
や
来
賓
な

ど
大
勢
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
生
活
発
表
会
を
し

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、先
生
か
ら
絵
本
を
読
ん
で

も
ら
っ
た
り
、お
話
を
聞
い
た
り
し
て
、想
像
力
豊
か

に
楽
し
く
劇
遊
び
を
し
て
き
ま
し
た
が
、大
勢
の
お

客
様
の
前
で
は
、や
は
り
緊
張
し
ま
す
。

　
先
生
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ピ
ア
ノ
の
曲
に
合
わ
せ

て
、劇
遊
び
が
始
ま
り
ま
し
た
。次
々
に
登
場
人
物
の

役
を
交
替
し
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
が
演
技
を
し
て

い
き
ま
す
。個
々
の
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
せ
り
ふ

で
、劇
遊
び
が
よ
り
一
層
新
鮮
で
楽
し
く
な
り
ま
す
。

場
面
ご
と
の
草
や
木
な
ど
の
舞
台
道
具
も
、子
ど
も

た
ち
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
出
し
入
れ
し
て
い
き
ま

す
。頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
最
後
に
は
、お
客
様
か

ら
励
ま
し
の
拍
手
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
わ
り
の
礼
を
す
る
時
の
子
ど
も
た
ち
の
充
実
し
た

顔
に
は
、満
足
感
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。

　
一
年
の
ま
と
め
と
し
て
の
生
活
発
表
会
は
、子
ど

も
た
ち
も
保
護
者
も
、毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
行

事
と
し
て
、工
夫
し
な
が
ら
大
事
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
　
緯
映
２
０
８
７

問い合わせ　美術博物館　緯38-5432　　

幼稚園って　　　
　どんなところ？

平成20年 春季全国火災予防運動 (3/1～3/7)

問い合わせ　消防本部予防課　緯38-2098

【全国統一防火標語】　火は見てる　あなたが離れる　その時を

【阪神地区統一標語】　火災から　人命を守ろう

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の
普及を図ることにより、火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を
減少させ、財産の損失を防ぐことを目的としています。
　特に、住宅防火対策については、平成16年の消防法改正で住宅用火災警報器の設
置が義務付けられました。すでに適用が開始されている新築住宅については設置
が進んでいるところですが、住宅火災による死者数を低減させるためには、既存の
住宅についても、条例で定める平成23年５月末を待つことなく積極的に住宅用火
災警報器を、早期に設置するよう促進することとしています。
【重点目標】

■住宅防火対策　火災から“いのちを守る７つのポイント”

　①寝タバコは、絶対にやめる
　②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
　③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
　④逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
　⑤寝具や衣類・カーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する
　⑥火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する
　⑦お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる
■放火火災・連続放火火災防止対策　放火されない環境づくりが大切

　　放火されない環境づくりは、地域住民一人ひとりが積極的に放火火災に対す
　る注意を心がけることはもとより、関係行政機関・関係団体、事業所、町内会や住
　民等地域が一体となり、一過性ではなく継続的に取り組むことが重要です。
　①燃えやすいものを家の周囲に置かない
　②家のまわりを明るくする
　③自動車やバイクのボディカバーは、防炎製品にする
■特定防火対象物等における防火安全対策の徹底

　特定防火対象物等においては、その実態に応じ、火災が発生した場合を想定し
た消火、通報や避難訓練の実施等についてきめ細かな指導を行うとともに、火災
が発生した場合に避難経路となる通路、階段等の管理を適切に行い、出火または
延焼拡大の防止等のため、防炎物品の使用の徹底、寝具類等の防炎製品の普及を
推進しましょう。
　①防火管理体制の充実
　②避難施設等および消防用設備等の維持管理の徹底
　③防炎物品の使用の徹底および防炎製品の使用の推進
■林野火災予防対策

　　春を迎えて、入山者の増加等が見込まれます。入山時には、たき火、たばこ等の
　火災予防について徹底を図りましょう。
■乾燥時や強風時の火災発生防止対策

　　乾燥時や強風時には火災発生危険が大きく、またいったん火災になると大火
　となる危険性が大きいため、火気の取り扱いには細心の注意を払うとともに、　
　強風時にはたき火等を行わないようにしましょう。
　※市ホームページ・消防コーナー掲載の「住宅防火対策」をご参照ください。

全国山火事予防運動 (3/1～3/7)

林野火災警戒と防ぎょ訓練

【全国統一防火標語】　山火事は　地球の未来も　燃やします

　空気が乾燥する春先には、ちょっとした不注意で山火事が発生し大火災となり
ます。大切な緑の山を守るためにも、次のことを守ってください。
①枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしない
②たき火等火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火する
③強風時や乾燥時には、たき火、火入れをしない
④たばこは指定された場所で喫煙し、吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨てない
⑤火遊びはしない
⑥たき火をするときは、事前に消防署に連絡する

■警戒日時　３月１日～４月13日の土・日・祝日、午前９時～午後１時
■警戒区域　芦屋市背山一帯・奥池周辺
■訓練日時　３月23日（日）午前10時～正午＜小雨決行＞
■訓練場所　芦屋市背山一帯
■実施機関　消防署・消防団

問い合わせ　消防本部警防課警防担当　緯32-2345

第25回  ひょうご花と緑のコンクール　
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問い合わせ　公園緑地課　緯38-2065

課 税 課 か ら の お 知 ら せ
～税の手続きはお済みですか～

問い合わせ　課税課　緯38-2015

＜出国時の市税の納付について＞

　個人市・県民税は毎年１月１日現在で芦屋市内にお住まいのかたに、また、固定資産税・都市
計画税は毎年１月１日現在で固定資産（土地、家屋、償却資産）をお持ちのかたに、それぞれ課税

　されます。
　　出国される場合には、　納税管理
　人選定等の手続きが必要ですので、
　左記へご連絡ください。

＜軽自動車税について＞

　軽自動車税は、毎年４月１日現在で軽自動車（原動機付自転車を含む）をお持ちのかたに課
税されます。廃車・譲渡した場合、あるいは盗難にあった場合でも登録をそのままにしてい
ると課税されますので、廃車等の手続きをしてください。
　また、市外へ転出される場合は芦屋市で廃車の手続きをし、転出先の住所地で登録する必
要があります。海外へ出国される場合も廃車の手続きが必要ですので、下記の場所で必要な
書類を確認のうえ、必ず登録の変更・廃車等の手続きをしてください。なお、軽自動車税は
年度途中で廃車されても月割計算で還付する制度はありません。
＜神戸運輸監理部からのお願い＞

　毎年、年度末は自動車の検査・登録申請窓口が非常に混雑します。自動車の検査・登録手
続きは、窓口が比較的すいている３月中旬までにお済ませください。
　なお、継続検査は、自動車検査証の有効期限の満了する日の１カ月前から受けられます。

※詳細は、神戸運輸監理部兵庫陸運部ホームページ（http://www.kbm.mlit.go.jp/）または下記へ。
　●登録関係　緯050-5540-2066　●検査関係　緯078-453-1102　
　●ユーザー車検予約専用電話　緯050-5540-2166

 緯38-2016 課税課市民税担当 個人市民税
 緯38-2017 課税課固定資産税担当 固定資産税
 緯38-2014 収税課 納税相談
 緯38-2015 課税課管理担当 口座振替

手続きの場所種  　　別

 ★芦屋市役所　課税課管理担当　緯38-2015
 　〒659-8501　精道町7-6　

 ・原動機付自転車（125CC以下）
 ・小型特殊自動車

 ★神戸運輸監理部兵庫陸運部　緯050-5540-2066
　 〒658-0024　神戸市東灘区魚崎浜町34-2 

 ・軽自動車（二輪）
 ・二輪の小型自動車

 ★軽自動車検査協会兵庫事務所　緯078-927-3648
 　〒651-2145　神戸市西区玉津町居住字孫田67-7 ・軽自動車（三輪・四輪）
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 西山幼稚園 淡路花博記念事業協会理事長賞

 ロイヤル松浜緑守会 朝日新聞社賞

 アシアン・ユリオプス 県造園緑化組合連合会賞

 小城朋子 神戸新聞社賞

 レスタージュ芦屋南棟・北棟グリーンクラブ、芦屋ハ   
 イタウンガーランド（花冠）、潮見幼稚園、山手小学校 県立フラワーセンター賞

淡路花博記念事業協会理事長賞を

　受賞した西山幼稚園の応募作品

●第25回  ひょうご花と緑のコンクールの受賞者　　　　　　　　　　　　  ＜芦屋市＞

■日　時　３月21日（金）午後１時30分～３時
■会　場　美術博物館講義室
■指　導　加藤純子（歌）、沖倫子（ピアノ）、
　　　　　I　LOVE　ASHIYAの皆さん
■参加費　要観覧料
　　　　　※歌集のないかたは、歌集代1,000円
　　　　　　　　（『愛唱名歌』野ばら社）別途要


